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自主財源の中心と

なる市税収入につい

ては、給与収入や新

築 家 屋 の 増 加 に よ

り、個人市民税や固

定資産税が増え、市

税全体で増収が見込

ま れ る と し て い ま

す。しかし、財源の

半分以上を国からの

交付税等に依存して 

いる状況は、相変わらず続いています。 

 一般会計では財源不足が生じ、貯金にあたる基金を取り崩しての対

応です。借金である市債の年度末残高は、大型公共事業が相次いでお

り、年々増加しています。生まれたばかりの赤ちゃんからお年寄りま

で市民一人当たり約 43万円の借金を抱えることになります。 
 

̓ ̝  ̭
 

４年連続の赤字で、毎年の借金の増加は、「まちづくり戦略計画に登

載している事業を積極的に推進しているから」だとしていますが、そ

の事業が本当に必要なのか？額は妥当なのか？といった、そもそもの

税金の使い道について徹底した議論が必要なのです。 

しかし、３月議会（に限らず毎議会）最終日の「討論」を行うのは、

市民派改革ネットと共産党議員団のみ。議員の大半は、市長から提出

された予算案を原案通り通し、新年度予算の中身を審議する委員会に

おいてもほとんど議論がありません。行政と議会が慣れ合うのではな

く、緊張感を持って議論し、議会も予算の修正を行うなど、税金の使

い道を決める議会としての役割を果たさなければいけません。 
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昨
年
の
十
二
月
議
会
の
最
終

日
、
植
田
を
は
じ
め
四
名
の
議
員

（
市
民
派
改
革
ネ
ッ
ト
・
共
産
党

議
員
団
）
は
、
政
務
活
動
費
の
「
前

払
い
」
を
改
め
「
後
払
い
」
に
す

る
条
例
改
正
の
議
員
提
案
を
行
い

ま
し
た
。 

 

全
国
の
地
方
議
会
で
起
き
て
い

る
政
務
活
動
費
の
不
正
使
用
問
題 

は
、
様
々
な
視
点
で
の
課
題
が
あ

り
、
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
の
で
す
が
、
そ

の
一
つ
が
「
後
払
い
」
に
見
直
す

こ
と
で
す
。
現
行
の
前
払
い
だ

と
、「
も
ら
え
る
も
の
は
も
ら
う
」

「
使
い
切
ら
な
い
と
損
」
だ
と
い

う
意
識
が
働
き
、
使
い
切
ろ
う
と

必
死
に
な
り
、
必
要
の
な
い
支
出 

に
な
る
か
ら
で
す
。
現
に
、
二
〇

一
五
年
度
分
に
つ
い
て
、
四
〇
名

の
う
ち
二
五
名
が
百
二
十
万
円
を

使
い
切
っ
て
い
ま
す
（
改
選
の
た

め
、
一
年
目
の
議
員
は
百
一
〇
万

円
）。 

 

三
月
議
会
初
日
、
こ
の
問
題
を

議
論
し
て
き
た
議
会
運
営
委
員
会

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中 

に
は
、
後
払
い
に
す
る
と
「
議
員

活
動
が
衰
退
す
る
」
と
か
「
立
替

え
は
審
議
能
力
の
向
上
に
な
ら
な

い
」
等
と
い
う
報
告
が
・
・
・
植

田
は
委
員
長
に
そ
の
根
拠
を
問
い

ま
し
た
が
、
的
外
れ
の
回
答
が
返

っ
て
く
る
だ
け
で
し
た
。
採
決
の

結
果
、
条
例
改
正
案 

を
提
出
し
た
四
議
員 

以
外
は
全
員
、
後
払 

い
に
反
対
。
民
間
企 

業
で
は
当
た
り
前
の 

こ
と
が
議
会
で
は
通
用 

し
な
い
の
だ
ろ
う
か
？ 
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市の課長級以上で退職した職員の再就職状況を見ると、公益財

団法人高松市文化芸術財団、社会福祉法人高松市社会福祉協議会

等、市が出資している外郭団体や補助金を支出している団体に再

就職しています。当然、職業選択の自由はあり、これまでの行政

経験を活かすとのことは理解できますが、若い世代の育成、再就

職を民間に広げることも重要です。再就職先の団体を公務員の指

定席とせず、市が出資している外郭団体や補助金を支出している

団体への再就職のあり方をまず見直すべきです。 
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役所の業務には、「本来、役所がすべき仕事を外

部に専門的にやってもらう」という「委託」が多

く存在します。その場合、予算上には「委託料」

として計上しますが、その中身があまりにもずさ

んなので、植田は問題を指摘しました。そのうち

の一つ、新年度の新規事業である「政策コンテス

ト」400万円は、委託先も内容も不明です。 
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屋島の活用を高松市の観光施策として重要視するということ

で、屋島活性化推進事業として 7,501 万 5,000 円が計上されてい

ます。屋島活性化に関しては、今年度だけでなく、これまでもか

なりの税金が投入されており、費用対効果が問われています。 

今年度は、屋島ドライブウェイの無料化に向けた土地測量調査

等、また、新規事業で「屋島地区官民連携事業計画の策定」とし

て、屋島山上の水族館のあり方、山上への移動手段としてケーブ

ルカーの再整備、ロープウエー等の実現可能性の調査を委託し、

今年度中に方向性が示されるとのことです。 

 

 

 

 
   

３つの課にまたがる社会保障・税番号制

度推進事業費―いわゆる、マイナンバー制度全般に関する

経費 1 億 4,342 万 9,000 円について議論を行いました。 

マイナンバー制度には、そもそもの目的として「行政事

務の効率化」を掲げながら、これまで多額の費用を費やし

ています。「行財政改革の視点で、行政事務の効率化はど

の事務において、どのように図られているのか？」との植

田の質問に対し、市は「（カード）交付率９％だが、この

数字では効率化はされていない」との答弁には驚きです。 

また、国が自治体に対して、今年７月からマイナンバー

制度の「マイナポータル」上で子育て関連の手続きが可能

になる「子育てワンストップサービス」を開始するので予

算化されています。しかし、情報漏えいの危険性があるだ

けでなく、市はシステム改修に多額の費用がかかることか

ら、児童手当の継続申請のみしか扱う予定はないのです。 
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植田が所属する、総合交通対策特別委員会に

おける新年度予算の審査では、今年度も四国新

幹線の導入に向けた調査費が計上されていま

す。新幹線がないのは四国だけと、躍起になっ

て整備を求めていますが、多くの住民は関心が

低く、導入への機運は高まっていません。 

先日、1973 年に整備計画された北陸新幹線

の 5 路線の全ルートがようやく固まったとい

う報道がありました。40 年以上前の計画がよ

うやく決まったけれど、北陸新幹線を全線開通

させる財源すらめどが立たないという現状を

考えると、四国新幹線の導入は実現可能性、優

先順位から見ても低いと言えます。 

それよりは、交通空白地帯の解消、バス路線

の再編など、目の前の身近な公共交通の整備を

優先させるべきです。 

ᴣ ᶮ Ҳ ֞ ?! 
 

市も正規職員を削減する一方で、非正規職員を増やしています

が、「正規職員」と「非正規職員」の格差が指摘されています。

この傾向に対して、「同一労働同一賃金」の原則に反するとの批

判もあり、市が率先して格差是正に取り組む必要があります。 

植田は、これまでも「週 30 時間を超える非正規職員に対する

手当等の支給」を求めてきました。市長は、「国の今後の動向を

注視する」との答弁を繰り返してきました。今年に入り、自治体

の非正規職員に期末手当（ボーナス）を支給する方向で、国では

法改正が進められています。これにより、「国の動向を注視する」

としていた市も前向きに取り組むことを明らかにしました。 

http://3.bp.blogspot.com/-kpSbrJk6nW8/VVGVvfqc0XI/AAAAAAAAtow/mkV1Qs7TEWI/s800/my_number_card.png
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「発言回数の制限は、どこ 

の議会でもやっていることで 

は??」と思われるかもしれま 

せんが、全国的に市レベルで 

このように議員の権利を制限 

している議会は少数派です。 

それは、この制限に法的根拠 

はまったくないからです。 

議員や議会は法律に基づいて 

仕事をしなければいけませんが、高松市議会の発言回数制限は

「違法」であり、仕事（＝質問）をしたくない多数会派の議員が

勝手に決めた「申し合わせ」に従わせようとしているだけです。 
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高松市議会では、「違法」な「申し合わせ」をおかしいと思わ

ない議員が多いことから見直されてきませんでした。しかし、「議

会の憲法」と位置づけた議会基本条例を 2015 年度から施行して

いるので、旧態依然の議会運営からサヨナラしなければなりませ

ん。植田は 12月議会に引き続き、3 月議会でも一般質問を行いた

いと、議長に許可を求めましたが、12月議会同様、発言は認めら

れませんでした。さらに、3 月議会では、同じ会派の太田あゆみ

さんも、年２回を超えたとの理由で不許可とされました。民主的

な議会、当たり前の議会にするために、私たちは闘います。 
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国民健康保険の制度改革が示され、その目

玉なのが財政運営の見直しです。今後、都道

府県単位での運営になり、県は、医療費や所

得水準等で按分し、各市町が県に納付する金

額を決めます。保険料に大きく関係する納付

金の算定は、公開の場で議論し、積極的に市

民に情報公開を行うべきです。この動きを注

視していき、情報発信していきます。 

 

 

 

３月議会に議員提案したい案件があり、私たち市民派改革ネ

ット（２人）は、これまで共同で議員提案を行ってきた共産党

議員団（２人）に呼びかけました。すると、「先日、（植田から）

政務活動費の住民監査請求を出されたことにショックを受けた

ので、今後は一緒にできない」と言ってきたのです。議員提案

を行うのは議員の仕事だと思い、これまで積極的に議員提案を

行ってきた私たちなのですが、２人ではできません。そこで、

市民フォーラムに話を持ちかけたのですが、「賛同はするけど、

各会派幹事長会に入っていて、自民・同志会・公明・フォーラ

ムの４会派が一致するものしか出せない」という、おかしな「申

し合わせ」を言い訳にされ、議員提案を提出できませんでした。 

 

常磐町商店街にボートピア（ボートレースの

場外舟券売場）という「ギャンブル施設」の誘

致が進められようとしている問題については、

前号でお伝えしました。この数か月間、常磐町

商店街やその周辺においては、誘致を進める人

たちと反対する人たちがバトルを繰り広げ、３

月議会には双方から市議会に対して陳情書が提

出されました。 

これらの陳情を審査した経済環境常任委員会

では、「青少年の健全育成の観点から悪影響が懸

念される」「周辺の自治会からも反対の要望書が

提出されている」等の意見が出され、ボートピ

ア設置に反対の声が多くあがりました。最終日

の本会議採決では、自民党・市民フォーラム 21・

市民派改革ネット・共産党議員団が設置に反対

し、同志会・公明党・無所属は、明確に反対せ

ず、継続審査としました。市議会としては、「反

対」を示すことができましたが、常磐町商店街

をどのように活性化していくのかは、市民の皆

さんと考えていかなければいけない課題です。 



※ 手配りで配布させていただいていますので、お手元にタイムリーにお届けできない場合があります。ご了承ください。 

 
 

私
は
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
頻
繁
に
情

報
公
開
制
度
を
利
用
し
ま
す
。
し
か
し
、
全
国

の
自
治
体
と
比
較
し
て
も
高
松
市
の
情
報
公

開
度
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
（
２
面
の
記

事
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
）
。 

最
近
、
情
報
公
開
を
め
ぐ
る
「
行
政
文
書
」

の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
閣
法
制
局

が
想
定
問
答
案
を
行
政
文
書
で
は
な
い
と
す

る
決
定
が
不
服
申
し
立
て
で
覆
さ
れ
た
り
、
南

ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
日
報
や
森
友
学
園
の

国
有
地
取
得
の
交
渉
記
録
を
防
衛
省
や
財
務

省
は
「
破
棄
」
し
た
り
・
・
・
私
も
文
書
不
存

在
や
公
開
さ
れ
た
と
し
て
も
真
っ
黒
と
い
う

経
験
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
国
も
地
方
の
行
政

も
「
公
開
さ
れ
た
ら
ま
ず
い
」
を
改
め
、
行
政

文
書
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

 2015  

 
政務活動費を不正使用した号泣

議員の記者会見は記憶に新しい。な

ぜ、次々とこのような問題が起るの

か？処方箋は？を考える一冊だ。 
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朝のことでん仏生山駅で

前号のまっきー通信を配布

している時の出来事。保育園

に行く前の娘は、私に「行っ

てきま～す！」を言いに仏生

山駅に寄りました。私が通信

を配っている様子を見てい

た娘は、自転車から降り、袋

に入っている通信をおもむ

ろに取り出したかと思うと、

私と一緒に配ろうとしてく

れました。この行動にはびっ

くりしました！ 

もちろん、上手く手渡すことはできないけど、子どもは

大人の行動をちゃんと見ているなぁ～と感じた一コマで

した。「子どもは親の背中を見て育つ」というけど、私は

どんな背中を見せることができるのだろうか？ますます

混沌とする世の中だけど、信念を持って行動する姿を子ど

もに見せていきたいです。 

植田 真紀( うえた まき) ☆1975年、高松市仏生山町生まれ。 

香川大学大学院( 教育学修士) 修了後、中学校講師( 保健体育)

を勤め、議員インターンが転機となり、27歳で最年少高松市

議に。２歳児の育児と議員活動に奮闘する毎日。現在３期目。 
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